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農業経営研究の生かしどころ

溝田俊之〈みぞたとしゅ＠）

千葉県農事事総合研ヌセンター・高野史マネジメント室・室長

私事で恐縮だが、県職員としてのスタ｝トは農

業改良普及員であり、畜産担当として 10年間従

事した。大学では、一応農業経済学を専攻したた

め、普及活動の中では経営診断なども行ったが、

それを経営改善に生かすことはなかなかできな

かった。そのようなこともあり、農業試験場で経

営担当となってからは『実銭的な分析Jにこだわ

ってきたつもりである。とくに、技術と経携の関

係に着目し、経済的観点から技術のどの部分に問

題があり、どこから改善に着手するのがもっとも

効果的であるかを示すことに心がけてきた。

3年前、経営研究を離れ企画部門に異動した。

それまで、他分野の研究について詳しく見ること

はあまりなかったが、開発した技術の普及に関し

ていえば、経営研究は他分野より進んでいるとは

言い難く、反省すべき点が多いと感じた。社系の

研究成果には、例えば農薬や品種などのような

f体化した技術Jはほとんどなく、そのため、ユ

ーザーが分析内容を十分に理解しないと現実に

役立たせることができないものが多い。しかし、

そのことを差し引いても、経営研究のアウトプッ

トが現実の問題解決に役立っている場面は少な

く、その改善に真剣に取り組まなければならない

と危機感を感じるようになった。

以前、農業改良普及支援協会が運営する

EK-SYSTEMのデータベースで f経営診断Jを

キーワードにして現地における診断内容につい

て調べたことがあった。ヒットした 500あまり

のレコードのうち f線形計画法Jなどの手法に闘

する記述があったのはわずか13件であり、大半

は単に「経営診断を行ったJ、f経営診断を行う必

要があるJ等の記述があるだけだった九このこ

とから、過去に開発された様々な経営診断手法は

現場に定着していないことがうかがえる。それら

の手法は、それぞれに有効性が検証されているは

ずなのに、なぜこれほどまでに定着しないのであ

ろうか。

開発した手法を「使ってみたいJと恩わせるた

めには、手法の有効性を示すだけではダメで、手

法の受け手側と開発者が、問題とその解決の道筋

を共有する必要があるのではないだろうか。確実

に共有するためには、双方が共同で課題解決に当

たるということが考えられる。これは福井県の朝

日泰三さんの『臨床農業経営研究」｛農業経営通

信No.259巻頭言｝と通じるものであろう。

千葉県農林総合研究センターでは、昨年、機能

強化をねらった組織の改Eが行われ、経営研究部

門は企画部門と合併して f研究マネジメント室J

となった。その狙いの中には、 f経営・構造分析

に基づく地域の実情に即した研究課題設定jも含

まれ、部門聞の横断的研究を強化した研究マネジ

メント体制を構築していこうというのである。部

門を横断したプロジェクト研究では、当然、 f問

題の共有」がチーム員聞に求められる。しかも、

それは可能な限り入口に近い時点がよいであろ

う。普及機関、そして現地まで共有できればなお

よい。経営研究の成果の生かしどころはここにも

ある。頑張ってみようと考えている。

1）溝田俊之「経営効率分析法DEAによる花き

農家の経営診断：千葉県を事例としてJ，農業普

及研究 14(1),115・126,2009. 
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［ 成果紹介 l

牛の放牧履歴集計プログラムfGRTJ

牛の移動等を記録した野幌から、牧区（圃場）別、個体（牛） ZIJの放牧履歴を集計するプログラムを

開発しました。小規模移動放牧実施経営等で、牧区別に月別の放牧頭数や牧襲カ、牛ごとの放牧履歴の

把鍾が可能になり、放牧管理の充実や水田；放牧助成制度における実績報告等に活用できます。

平田雅之（せんだまをゆき〉

近a院中園田園雌象研掠センター・営農・環境研究償援・上席研究員

岡山県生まれ岡山大学農学締事博士｛農学〉

専門分野i家康業経堂学、畜産経営経済

省・1二f放牧が切りひら〈水田農業と省産の未来』｛尖善、水田活用新時代）、農

文協、 2010年寄与

研究の背景

水田の有効活用と家畜飼料の自給率向上を図る

ため、農地の畜産利用が推進されています。その

なかで小規模圃揚の多い中山間地域等では、放牧

による省カ的な水田利用と低コストの家畜生産の

展開が期待され、その面積は増加しています。

家畜の放牧飼養にあたっては、可食草量の充実

と放牧期間中の安定供給が重要な課題であり、普

及指導機関や研究機関には、地域や立地条件に応

じた草種の選定など放牧向け草地管理指針の策定

が期待されます。また、放牧に伴う感染症や事故

発生への配慮も必要になります。このため、立地

条件に応じた多様な草種の季節別の教養カの把握

や、疾病等が発生した場合の原因究明のため個体

別の放牧履歴の把握が必要になります。

しかし、営農現場では、多数の小親模水田園場

やその周囲に点在する耕作放棄地を対象に放牧が

行われており、各牧区（圃揚）の牛の入退牧、牧

区間の牛の移動は頻繁です｛表 1）。このため、

各牧区の放牧頭数や日数の把握は煩雑で困難な作

業を伴います。

襲1水田等を活用した営農現場の放牧実態

繁殖牛
牧場名 放牧地 移動頻度

飼餐 牧区数
｛所在地j 面積｛a) 〈回／年｝

（頭）

S牧場（茨城） 75 1,160 21 

1牧場｛岡山） 30 374 17 

M牧場｛広島） 24 1,112 16 
K法人（広島） 12 673 6 
H農場（熊本） 25 800 19 

141 

93 

30以上

43 
62 

そこで、牛の移動等を記録した簡易な野帳から、

牧区別、月別、個体別に放牧履歴を集計できるプ

ログラム「GRT(Grazing Record Tabulator）」

を開発しました。

プログラムの概要

GRTは、 MicrosoftExcel (Version 2007以

降〉のアドインツ｝ルであり、牛の移動日、移動

元牧区、移動先牧区、移動頭数、個体名を記した

野緩から、これらの情報をGRTの野帳の転記シ

ート（図 1）に入力することにより、個体別、牧

区別、月別の放牧履歴が集計・処理できます。

図2は個体別の放牧履歴集計結果のシートで

す。これをもとに、個体ごとの教区（圃揚）の移

動履歴や年開放牧日数及び飼養コスト等が可能

A B C D E 

－Ee『J．、3

年月日 どこから どこへ 頭数 個体名

2012/4/1 牛舎 B4 2 しlブさくらS／ちょ11
I 20 1~；4;1 牛舎 B1 3. ちょ1／ちょ4/7しんちょ30.S

I 201企＇／4/1 牛舎 04 2 しげをぐら285／さくらこ2

I to12/4/6 B4 81 2 し1:tさtくら，3／ちょ11

2012/4/1.5 B1 C5 2 し1予さくら3／ちょi1 

2012/4/15 牛舎 B1 しんはなや221

2012/4/27 C5 C2 2 しげさくら3／ちょ11

2012/4/27 CA C3 2 しげを4ら但：，5／さtらこ2

I 2012ノ4／♀包 81 A 2 ちょ1ノちょ4
♀D1U4／色8 a牛舎 81 きたぐに

2012/5/5 C2 C6 2 しげさくら3／ちょ11

2012/5/6 牛舎 C4 79ひめゆり2

2012/5/8 牛舎 C4 2 ひめゆり2の1／しんはなや2の2

2012/5/9 C3 F 2 しげさくら285／さくらこ2

2012/5/11 A B4 2 ちょ1／ちょ4

2012/5/20 81 G4 ぎたぐ1;:

I 2012/5/20 牛舎 81 しんはなや2の1

-' 
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国1 必要な牛の移動記録と入力シート
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A B c D E 

個体名 入牧白 退牧目 放牧日惣牧区1
79ひめゆり2 2012/5/6 2012/6/3 28 04 

3 79ひめゆり2 2012/6/3 2012/6/4 01 
4 79ひめゆり2 2012/6/4 2012/10/12 130 午舎
, 79ひめゆり2 2012/1 Q/12 201 2/1. 2./8 57 E 

5 T9ひめゆり2 2012/12/8. 2012/12/16 日 Q2 
7 79ひめゆり2 201 2/1'2/1 6 2013/1 /1 16 牛舎

8 小計 94 
9 
10 7しんちょ303 2012/4/1 2012/5/30 59 Bl 
11 7しんちょ303 2012/5/30 2012/6/11 12 A 

12 7しんちょ30:?. 戸012/6/11 2013/1 /1 204 午舎

13 小計 71 

‘ 
ー ー ｜知情 lt遺言｝民喝旦 l怖回l費約 包絵、事＇（望号す

国2 個体別の放牧履歴の集計結果シート

になり、コスト低減の観点から家畜の淘汰選抜計

画等へ応用ができます。また、疾病等が発生した

場合の原因究明等に利用することができます。

図3は、牧区（園場〉別・月別の放牧頭数の集

計結果のシートです。ここから、牧区別に月別の

牧養カ〈面積当たり放牧延べ頭数）を把撞するこ

とができます。

釜2後区別の後遺産免I::.草種、聞泊金件

放牧延ベ牧養カ
面積 図書房条件

牧区名 頭数 （目頭／掌種毒事
(of) （排水位）

A～B 
Cl～C4 
cs～C8 

D 
E 
F 

7,230 

8,1事6
7,527 

5,419 

1,051 

7.1854 

A 

（目頭） 10皐）
889 123 

818 100 

498 66 

196 36 

114 108 

318 40 

B c 。

IR-Mi 排水良
l佐野草

Ba 
IR-Mi 排水不良

飼料イネ
IR一野掌排水不良

E F 

1 集計期間は、2012/1/1から2013/1/1までです。
2 牧区名 1月 2月 3月 4月 5月
3 A 。 。 。 4 25 
4 81 。 。 。 118 90 
5 84 。 。 。 10 22 

6 C1 。 。 。 。 。
7 C2 。 。 。 6 19 

8 C3 。 。 。 6 18 

9 C4 。 。 。 52 82 

10 C5 。 。 。 24 。
11 C6 。 。 。 。 52 

12 C7 。 。 。 。 17 

13 C8 。 。 。 。 。
14 01 。 。 。 。 。
15 D2 。 。 。 。 。
16 03 。 。 。 。 。
17 04 。 。 。 。 。
18 E 。 。 。 。 。
19 F 。 Q 。 。 44 

20 金牧区 。 。 。 220 369 

G 

6月
33 

36 
2 

23 

88 
29 

38 。
60 。。。。。。。
60 

369 

表2は牧区別の牧養カを計算し、草種や排水条

件等との関連を整理したものです。これらの情報

は、牧餐カ向上に向けた草種選定や排水改善等の

基盤整備、放牧期聞を通した牧草の安定供給と放

牧期間の延長に有効な草種の提示等、放牧向け草

地管理指針の策定等に利用できます。

GRTの活用場面

小規模移動放牧の行われている地域等において、

生産者が牛の移動を野幌等に記録し、普及指導機

関や研究機闘がGRTを使って放牧履歴の集計・

分析を行い、それを基に放牧管理充実に向けた対

応を協議する等、相互のコミュエケーションツー

ルとして活用することが期待されます。

普及指導機関や研究機関では、新たな草種の時

期別の教義カの把握、地域や立地条件に応じた草

種の選定など放牧向け草地管理指針の策定に活か

すことができます。

生産者は、牛の牧区移動の履歴管理や草地管理

計画の策定、草地管理の充実の他、水田活用の直

接支払交付金〉に関わる実績報告書の作成に活用

できます。

GRTおよび同プログラムの操作・活用マエュ

アルは、 f水田；放牧の手引き（改訂版）JのWeb

サイト｛http://fmrp.de.affrc. go.jp／）から取

得できます。

H K L M N 

7月 日月 9月 10月 11月 12月 年間。 21 9 38 14 。 144 
97 124 120 86 20 。 691 

6 。 14 。 。 。 54 

24 。 24 。 11 。 82 

26 4 45 12 。 16 216 

16 28 14 12 。 。 123 

76 36 43 35 17 18 397 。 。 。 。 。 。 24 

12 24 40 12 。 15 215 。 33 21 55 14 。 140 

32 26 。 48 13 。 119 。 。 。 12 。 。 12 。 。 24 。 。 。 24 。 。 26 48 14 。 88 。 26 10 36 。 。 72 。 。 。 38 60 16 114 
62 62' 60 30 。 。 318 

351 384 450 462 163 65 2833 

｜黙 の関 集計結集 ｛湾書）案計結果 ｜筏lEl5lJ重要約 個体制集計 放核実態 個体B蜘 ｜月号lj叙摂須

国3 放区別・月別の放牧頭散の集計結果シート
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雇用を図る集落営農の組織運営における野菜導入のポイント

雇用を図る集蕗営農では、機械化を通じた省カ化・生産性向上が可能な野菜作の導入による収益性

向上と併せて、省力化によって組織への参加が減少した構成員の組織への関与が可能となる分業体制

の援用が重要となります。

高橋明広 （たかはしあさひろ）

中失農業総合研究センター・農業経営研究館減・上席窃実員

島根県生家れ博士｛農学〉

噂円分野は鎌業経営学

著書！こ「多織な農家・組織聞の連携と集務嘗農の鎌展J害事

雇用導入を図る集落営巌の謀題
ぐるみ参加の集落営農では、耕種作の徹底した

省力化が進められてきました。これら省力化の推

進は、その一方で、構成員である高齢者や女性の

組織参加の機会の減少による、いわゆる土地持ち

非農家化を促進させ組織への貢献意欲の低下等の

弊害を招く場合がありました。そこで、こうした

問題の発生をできるだけ回避するため収益性等に

多少問題があっても、あえて野菜作を導入し、構

成員の組織参加や労賃提供の場として利用してい

る事例も少なくありません。

ところで、今日のように高齢化が進展する中で、

集落営農の維持・発展を図るには、こうしたぐる

み参加の集落営農においても雇用を導入し次世代

の担い手として育成することが求められています。

しかし、雇用導入は、毎月の賃金支払い等の必要

性が生じ、従来は、採算性の多少の悪さを容認し

てきた野菜作等の継続が問題化する恐れがありま

す。そこで、雇用者確保に向けて野菜作の収益性

の向上とともに、構成員の土地持ち非農家化の回

避の両立が重要な課題となっています。

分析事例の特徴
分析対象の（農） A法人（99戸、 65ha、ぐる

み参加、以下、 A法人）は、北陸の安定兼業平坦

地犠に位置し、構成員の高齢化の進展を背景に2

012年iこ構成員の子弟（40歳台男性） 1名を雇用

することとしました。 A法人は、設立当初からV

表1 野義作付面請の変化

斗主構直播等の新技術を
06年 I2012年

枝豆 I o. 40 I 2.10 用いて耕種作の省カ
プロツコリ I o. 21 I o. 37 化を図る一方で、今

チューリップ Io.36 I o. 77 
キャベツ I o. 19 I o. oo 
ハウスネギ Io. 15 I o. oo 
トクモ・ロコシ Io.1s I o. oo 

ャベツ等の多品目の

野菜を低収益だが耕

種作の省力化iとよりダイコン I 0.14 I o. oo 
ひまわり I o.35 I o.35 

ヒメイワダレ Io.oa I o.oa 出役が減少した高齢

資料：（農） A法人資料 者等の組織参加の

場としての役割を重視し栽培を継続していました。

しかし、雇用導入後は、収益性が劣る野菜を中

止し黒大豆枝豆等の収益性が期待できる一部の野

菜に特化しています（表1）。

2014年の黒大豆枝豆（2.4ha）の売上げは800

万円弱に遺しています。その理由は、 1）地場産

の枝豆が少ない中で黒大豆枝豆による商品差別化

の実施、 2）地域内の20の集落営農で f耕転同

時畝立てマルチ播種機J等の共同利用による基幹

作業の機械化と投資負担軽減、早期栽培（4月上

旬播種、 7月上旬収機開始）による収穫期間の延

長、 3)JAの冷凍枝豆加工施設での規格外品の

商品化や東京市場への販路拡大等が指摘できます。

雇用導入の影響と黒大豆枝豆の効果

A法人では、雇用導入前（2006年）の60歳以

下の兼業従事者の総オペレータ出役時聞は932

時間でしたが、雇用導入後は、それら世代の出役

時聞は 462時聞にまで減少しています。そのー
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方で減少した兼業オベレータの出役を補うために

60歳台の熟練オペレータ 2名が出役時聞を大幅

に伸ばし、農作業は多人数体制から少人数体制に

移行しています（図 1、図2）。

日時

／ 
． ． ／ 

／ 
／ 

一／
／ 

i’ 

／． 
司．

． 

也~ : 

調

制

拘

制

・0
]Q 

20 

協

0 。 50 U持 経時

誼閣時

倉嶋

図1 50歳台のオペレータ総出役時聞の夜化

注： 2012年の年齢階層を用いて整理した。 2006年の

各階層は2012年時点の年齢層。単位は時間

資料：（農） A法人作業日誌

!!00 

4‘ 

． 

／／  

／／  

／／  

・／／

L 二畠 2・

4出》

・GO

350 

掛

出
場
詩
画
再

200 

主部

:&GO 

!!G 

。。 知 事曲 150 a情 書印

調陣。陣

園2 60蟻台のオペレータ総出役時聞の変化

注〉、資料）図1と閉じ

作付内容や作業体制の大幅な変更は、そのまま

では高齢者等だけでなく、これまでオペレータに

従事してきた若い世代を含めて組織参加の機会が

大きく減少してしまう懸念があります。

ところで、 A法人における黒大豆枝豆の年代別

の出役状況を整理すると、黒大豆枝豆作業への出

役の89%が60歳以上で、選別作業を中心に従事

し、労賃獲得や組織参加の重要な場となっていま

す｛表2）。また、表示はしていませんが、黒大

豆枝豆の面積拡大に合わせて60歳台だけでなく、

70歳台で出役時間を増加させた者も確認できま

す。加えて、オペレータ出役を減少させた60歳

台以下の多くが、枝豆作業の除草、収穫作業等に

参加しています。その作業時聞は早朝（3時間未

満）が大半です。耕種作への出役は通常、終日拘

束されますが、黒大豆枝豆の作業は兼業従事に支

障を来さない早朝に実施できることで、 50歳台

以下の兼業従事者が60歳以上の農業議参加を支援

する体制が取られています。

表2 黒大豆枝豆の作業への出役状況

50・台以下 司自.台鋭』

!ti役者敏〈人｝ 33 39 
’B出役時間r：：占める割合（%｝ 11 89 

S時間朱剤事 74 25 
llit!t，回当た 3押 s，骨間未満 19 38 
りfl:’臨時間割問 6障害間以主 7 37 合作品｝

’十 100 100 
縁起 。
’a• 50 8 •ie 。 3 

出俊鶴駅構｝
信担 10 12 
防隊 。 4 
刈り取り・週IJ!IJ 27 82 
その他 3 10 

’＋ 100 100 

資料：図1と同じ

このように雇用を図る集落営農では、機械化

を通じて省力化・生産性向上が期待できる野菜

作の導入に加えて、組織への関与が減少した構

成員の組織拳加が可能となる分業体制の構築が

重要なポイントであると指摘できます（図 3)
雇用導入を図る集落省農

-rJ,.. 
｜野望旦!I＂＼ 事師コ士皇官三年体言 I 

恒也実重量

省力・低＝ト化

・I;量生作集4口敏按｛ヒ
．街濠関連事障による像
徴金資負担軽減

段釜m上
・差別化（地滋jこ暢少J
．奴頂期唱が＂＇い
－航路危た
斜 砧細則レ ｜、

｜開業店 街市向上
経鎗内の矛盾雪量生の直隆

国3 雇用導入を図る集落嘗農の組織運営

のポイント

以上を含めて、冊子 f集落営農組織の発展に向

けたピジネスモデルj を作成し、 HPで公開して

います（http://fmrp.de.a宜rc.go.jp/publish/）。
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［成…
wcs用稲と野菜の生産及び加工を組み合わせた中山間集落営農法

人の付加価値向上

近年の中山間集型車営·~人では、米価下手事絡による収益の低下車革大ぎな線錨です。営S量シミ品レー

ションの結果、主食用米の作付中止、専用穏を用いたWCS.用絡の作付llii緩や水稲作業と総合しない里F
3震の作付面積・加工抵の主主大により、付加価債の鯵鈴・向上が可費量になることが示されました。

猿音響 1・明 ｛わたなべひ為おe>

iii・＊周囲..黛理署’titン~－ .g•·H領事E錫··~俊明書~·

童書3i保念~れ司F•＊掌．議場線~院

T’Z車内分断繍aaS*・ 11111』間鳩総のa陣織労働鎗

研究の世...
近年、米価下務や米の遺書長支払交付金の削減

により主食周到止の収益~t低下する一方、害事ft

飼料用事官｛以下、 wcs用稲｝毒事の鞍略作物iζ手

厚い助成"/ft行われる等、＊図作の経営環書院は変

化しています。このため稲作者~.；，；車宇宙事内とし、

水田の大区画化や経営面積鉱大による省カ

イ包が費量しい中山間総書まの祭事事若者燥注入では、

＝昼食用米iこ依存しない源問機Atへの転書換が絡に

E監察な線題となっています．

そこで、wcsm絡や飼料用米の金量盤、野菜

｛ナタマメ｝の主主.と加工I~取り総主r中山間

泌総の袋署i1量幾浪人会対象｝と、：£:t.:周米骨事の
労働時間や付加価値を分析すると kともに、

営農シミ aレーションによ型経営会体の付

加価値の維持・織加が可総fl音響問構成を明ら

かにしました．なお、ここでいう付加価値と

は f組収益｛補助金念会む｝ー事骨量tR＜流動

員オ発令減価償却費）Jのことです．

舗SA組合人のSA緩凄
M営危組合は岡山県の中山間地織に佐官置し、労

働力の中心はー般企業の定年退型車者等の高働者

です。また、.繁期には20,g前後が/:l:i役する、
いわゆる fぐるみ型Jの祭事庫営農法人です。

具体的な続問機Jitl:i割にページの袋の「慈鯵年産

再現値Jt-•Mしてmくとして、ここではナタマ
メについて補足説明します。

M営店組合において主食用米f朝日jの年間労

働時間が 12.8時間／l(laであるのに対して、ナタ

守メ全盛のそれは362.3時間／lOa1：：：逮します。こ

のためナタマメは、労働集約島ちに~廷が行われて

いるkいう意味で、野菜e同じを生事事そもっていま
す．

収穫されたナタマメf士、加工右側露骨・稔掛さ

れてナタマメ奈の原料として鯵岡県の食品製造

会社（O社｝に出荷されまナ。 M市内にはナタマ

メ全盛組合があり、組合員が生..しまとナタマメは

いったん 0祉に寂売され、加工施設省t所有する

M営農組合が加工作業を受託しています．

ナタすメの生産・加工の労働時間のピークはそ

れぞれ、 5月上旬・11月下旬となるたt>水織作業

と総合しません。

以上のように、土純利用型の水穆｛と張作の二

条大変｝、水稲作業と量産会しない労鎗集約型のナ

タ守メとその加工事E組み合わせた書官内総成が M

営農組合の特徴となっています．

~食用量除、 wcs 周獄、ナタマメの付加価値
図t立、 M営農組合の主M作物である主食用主任、

wcs m稲、ナタマメ生産の 10聡当た容の付1Jp錨
係者r示したものです。

主食用米の鎖裕下型容と翁助金削減iとJ::))'201~ 

~I量の主食用米の付加価骨置はwcs 周織のそれ令

下回号、20144'芋耳置にはその差が拡大しています。

また、 2013~itW.険導入されたwcs用絡の理事用
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種「たちすずか」では、高単収のため食用種「ア

ケボノ」よりも高い付加価値が得られます。なお、

ナタマメ生産の付加価値は wcs用稲（専用種）

の3倍以上となります。

水稲（千円／lOa)
100 

ナタマメ（同）
, 200 

171 
77 

(1.081) 
(576) 55 
50 

50 100 

。食用種専用首12＊産・l~ '141ナタマメO
I I Jl 冒 』生産

wcs周稲 主食用米 I朝日」

園 wcs用稲、主食用米、ナタマメ生産の付加価値

注 1:WCS用稲（食用種）は「アケボノ」、同（専用

種）は「たちすずか」。
2：；カッコ内はwcs用稲の単収（乾物kg/lOa）。

付加価値を維持・向上させる部門構成
営農シミュレーションの結果を表に示し

ました。

試算 1は、 2014年産の主食用米価格と補助金

求めたものです。この場合、作付延べ面積 lOa

当たりの付加価値は著しく減少するとともに、

経営全体の付加価値は基準年産の 55%の水準に

低下します（7,977/14,412）。

試算2は、作付面積合計は基準年産と同じと

して、 2014年産の主食用米価格と補助金水準の

下で経営全体の付加価値を最大化する部門構成

を求めたものです。この場合は、①主食用米等

の作付中止・縮小、②専用種による wcs用稲

の作付面積拡大、③ナタマメの作付面積と同加

玉量の拡大、により基準年産再現値を上回る付

加価値が得られます。

主食用米価格の低下と補助金削減により収益

が低下している主食用米から、戦略作物助成の

継続と単収増加により高収益が期待できる wcs

用稲（専用種）に生産をシフトさせた上で、水

稲作業と労働ピークが競合しない労働集約型の

ナタマメの作付面積と加玉量を増やせば、付加

価値の維持・増加が可能になることを示した本

成果は、水稲等の土地利用型作物の面積拡大に

限界がある中山間集落営農法人において特に重

要な示唆を与えています。

表営農シミュレーションの結果

基準年産 '14年産

再現値 試算 1 試算2

付加

価値

作付延べ面積 lOa当たり（ナタマメ加工除く） 円／lOa

経営全体 千円

主食用米「朝日J a 

保有米 Iにこまる」・モチ米 I白兎」

「アケボノJ II 
付 wcs用稲

「たちすずかJ II 

面一一一一一一一一一一
積 飼料用米「にこまるJ II 

部
門
構
成

二条大麦「おうみゆたか」 II 

ナタマメ II 圃圃圃圃圃圃 同左

ナタマメ加工量 kg - -同左
注：表頭の各区分の内容は以下。なお事例法人の実態を踏まえ、各表頭区分共通して水稲（WCS用含む）は移植、

二条大麦はwcs用稲の裏作、作付面積合計（作付延べ面積ではない）は2,649aとして試算を行った。

I基準年産再現値】「朝日」単価＝252円/kg、米の直接支交付金＝15,000円/1旬、「朝日」助成（市からの補助金）

=3,000円焔Ok.gとして、事例法人の’12年産の経営内容を中央農研開発の線形計画法プログラム X日を用いて再

現。その他作物・部門の単価・補助金も’12年産で評価。
['14年産・試算 1】「朝日」単価＝140円/kg、米の置接支払交付金＝7,500円／lOa、「朝日」助成＝1,000円／60kg、そ

の他作物の単価・補助金も・14年産の水準として（飼料用米、三条大麦、ナタマメ・同加工の単価は’12年産）、

’12年産と同じ作物・部門構成を採用した場合の付加価値を試算。
['14年産・試算2】各作物・部門の単価・補助金の水準を試算 1と同様にして、付加価値を最大化する作物・部門

構成を乱Pにより試算。なお、基準年産再現値、試算 1・2にナラシ対策は含まれず、また飼料用米の玄米単収

( 444kg/10a）では’14年産の戦略作物助成は65千円/lOaとなる。

水準の下で、基準年産（2012年産）と同様の部

門構成を採用した場合に実現される付加価値を
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［成…
GAPを経営管理の高度化に活かす

GAPI立、農業におけるヨンブライアンス経営者？実現するための生産工事量管理手法といえますが、経

営管理の高度化に肉げて導入する法人経営も創てさています。そうした事例への鄭査から、 GAP導入

による経営改鋳豊島集として、 f直線的効集Jl: r間後約虫b.J県1があるこl:l声明らかにな号ました。

田口光弘 tたぐらみつひろ｝

~t海道.綱領事Urン~－·＊自体研究鎖調書・~修9!tA

•＊’民生まれ筑波大学生絢3・.，飯事象縛.:t: <•!JI!> 
専門分野I主GAP~H•週間．、自広大.£(1)フードシステムなど

研究のねらい
GAP （象業生産工事量管理jは、食品安全や労偽

安全の確保、様車憶保全t:'主たる目的とする生産工

程管理手法ですが、近年、多〈の従業員t:-•周ず

る徐人経営で、 GAP への耳記事組み~ベースにし

て経営管理の高度俗念日鎗し、経営改善話会達成し

ている事例措6:/Hてきてい＊ナ。

毒Lどもの研究グループでは、こうした事例令書暗

3まし、 GAPの司事入fl!経営改善幸に絵びついている

実態とその覇軍慰解明念行って家いり涙した。本績

では、そうした経営管理の高度化に向けた GAP

導入事例t:'紹介するとともに、事例軍軍重量の結果明

らかになったGAP噂入による経世tek4聾効果につ

いて述べ宏司に

GAP導入による緩2盤改巻－~測の紹介
長野県白馬村にある｛有｝ティー.::J:ムしろうま

幾袋｛以下、しろうま鎌当面｝は、経営面積110ha

で、水稲6Sha、司~Iま3<lta.. 大豆 1.sb.a などを栽絡

してい＊ナ。 j;jヒ、容次産幾化への取り組みにも

積a極的で、Jxlidもの厳宛や、農家レストランも備

えた自主t:il量売所も繍iltしていまナ。
しろう＊貨当路fま、役員3名、五社員 13~、パ

ート 15~~運営されてい家"t~l、従集長のZ再調毎

年歯告は33重量と若く、かっ要事農家出身が多いのが

特普段マす。そのため、経営者は、長草草や鎌機具~

適切に敬緩い、自分たらが食会・安心な実織でき

るE量発の進＊的えまや事方t:-従業員に理解、実践し

てもらいたいという考えから、 GAP司事入役決断

し、 2鵬皇制こ3似 PllliiEt:'取得し去し？と．
しろうま鎗織では、GAP導入後に、①作業用具

の紛失に伴う作業還廷の解消、制臓の..歳費用

の削減、③労災事故の減少、＠良lt・IB車専の使用
量減少、⑤病息苦撃による被害の低減、などの改善善

効果が見られました。

このうち、①については、1臥 Pの管理項目 f益

還盤領し湯割E君主食言語念総鈴しているJの実施が関

係してい志す.－ti、②については、管理項目 f機

械安適切に艶備しているJt:'実施するとともに、

食費量機敏は使用後にすぐに減俸するようになっ

た結集、機械の放隊頻度が減少し、修繕愛用が員。

滅され注した．そして、GAP場入iとよ事従業員の

労働安会iこ対する怠織が向上したため、③労災事

故が減少しました。－ti、＠療事E・2勝十の使用.

減少と、⑤読者!JI.寄与による波容の低減については、

以下で述べるようにGAP導入会契機とした従業

員教育の積み重ねが大教えtW因と考えられ＊ナ。

GAP導入を袋織に4殺到陸員数貨が活発化

しろう京熊谷では、管理項目 r.Q重量iと闘する最

新情事量t:収集しているJ~~絡するに当た号、外

事事からま隊節を招いて農業や栽培管理主に闘する勉
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表1 GAP導入による経営改善効果：直接的効果

掴岬＠’竃嘱目 期情書恥轟.歯車曹轟轟

強会を定期的

に開催してい

ます。この勉 111「整理整頓し清潔な農場を維持している」
強会には、適

－探し物をする時間の削減→作業遅延の減少
．作業動線の改善

合基準にある 12I「機械槌切に整備している」
・農作業事故の減少
．作業遅延の減少

農薬使用責任 3 I「連作障害の予防をしている」「よい士作りを行っている」 卜収量の維持・向上

者だけでな し｜「農薬使用を必要最低限にしている」「適切な施肥設計を卜農薬・肥料のムダな使用の削減

く、全従業員 「l行っている」 「肥料成分を把握しているJ H量の維持・向上

が参加しま IF; I「農薬の在庫を管理している」 「農薬使用計画を立てている」｜・農薬・肥料の不良在庫の削減
す。 lu I「肥料等の在庫を管理している」 卜農薬・肥料の不足による作業遅延の減少

ず しl「作業工程ごとに農産物の安全を確保する対策を立てている」l－従業員の食品安全や労働安全に対する意識
こうした勉 16I「対策リトル・作業手順を周知し、実施している」など ー｜の向上→事故の防止

強会の積み重

ねの結果、農

薬や肥料の

効果的な使

い方に対す

る従 業 員の

理解が進み、

④農薬や肥

料の使用量

表2 GAP導入による経営改善効果：間接的効果

蝿APの管理項目 管理項目への取り組み方
従業国への権隈委譲を進めるの

期得される効果

1 「責任と権限が明確になっている（各多くの従業員に責任と権限を付与するために従業員の自主性や責
種責任者の西日置）」 は、 GAPの管理項目にとらわれず、作物別や任感の向上

作業別に責任者を配置することも検討する』

2 「農薬に関する最新情報を収集して農薬使用責任者だけでなく、 盆~盆韮且主従業員の栽培管理能
いる」 奉加する動輪金券信期的に開催する。 力の向上

作業時間も記録することで、作業効率化の検・作業の効率化
討に利用できる。また、生育データを取ること

が減 少 しま 3 ~~私設守~~~~＇；」「輔、で、収量や品質向上の検討刷用できるよ ・収量や品質の向上
うした卑隼乏ニ乏且耳盤主血盟金三笠盟盛主・組織の活性化

した。 聞で共有し、意見空権の場事骨ける内

さらに、作
「収穫と農産物取り扱い施設までの 多くの従業員が参加して、これらの管理項目

物の生育状 a 輸送について作業の工程を文書化を実施することで、 日々 の業務に対する従業従業員の自主性や責
況に対する ＆している」「作業工程と危害要因に 員の意識向上につながるとともに、農場内の任感の向上

｜・っ、て検討している」など 問題把握・解決が容易になる。
従業員の関 」ー

心が高まり、管理項目「作業の記録を付けている」 の事故防止、適切な施肥設計に基づく収量の維

を実施するに当たっては、各従業員が適合基準に 持・向上、農薬・肥料のムダな購入・使用の削減

従って単に作業内容を記録するだけでなく、作物 などが挙げられます。

の生育状況など気付いたことを記録するように 一方、間接的効果については、これまでの調査

なりました。その結果、作物の異変に関する情報 結果から表2にまとめたものが確認されていま

共有が早い段階でできるようになり、⑤病虫害の す。例えば、しろうま農場の例は2番に該当しま

被害を以前よりも減少させることができました。 す。また、他の水田作経営の事例では、管理項目

GAP導入による経営改善効果

他の事例も含め、これまでの調査結果から、

GAP導入による経営改善効果は、次の2つに分

類できます。第一に、「直接的効果」で、適合基準

に則って GAPの管理項目を遵守することで直接

的に得られる効果です。第二に、「間接的効果J

で、適合基準にとらわれず、管理項目への取り組

み方を工夫することで得られる効果です。

表 1は、直接的効果についてまとめたものです

が、作業遅延の減少や、労働災害や異物混入など

「責任と権限が明確になっている」を実施するに

当たり、多くの従業員に責任と権限を付与するた

めに、作業内容別の責任者を設置し、権限委譲を

進め、その結果、従業員が自主的に考えて作業を

進めるようになり、作業時聞が減少しました。

こうした GAP導入による経営改善効果の詳細

は、研究成果パンフレット『雇用型経営における

GAP導入を契機とした経営改善事例』にて詳述

していますので、ぜひご参照ください。

htゆ：／／fmrp.dc.affrc.go必，／publi曲Im血 agement/gap_casebook/ 

よりダウンロードできます。
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直売所向け切り花の開花調節技術

吉田智ーはしだしんいち〉

~ti!滋001?ン告ー・＊IB~~開決鎌崎··~径＂31:A

岡山鳥~;I:れ 岡山大学大掌脈事事会後a国際舞修7

司車内分野I主•••s’E

lli•・中国・四園地方の底究所では切り務の販

売が多い傾向がおり、直売買時売上高に占める:ra
＇！・才草木の割合 1't全国でゑも高くなっています1).

直売所で切り花泳、必彼岸・お盆！＝いった物日や

F買い物客の多い休日｝こ傭震が集中し会す。このた

め、物日や休日の宛9切れとそれ以外の日の売れ

残りの波警が疎題となってい獲す。 'Ji.jヒ、一般に

卸売市場出荷考に比~ii[究所主民事著者t立、切型才草生

産がノj、錫畿で、露地総俗であるなど施設・紋絡が

飾業な場合が多くなってい会す。これらの知見や

傷事糧事ともとに、 ,::2.JJや4、－：；クなど者どます調院に、簡易

な施設・2宣備~用いて、ー日単位という高線Ifで

開花告と前節できる後術品主、実用技術開発事業｛線

組委号22072）によって際事着されました。

この銭衡の微震は次の通りです。務会曹のまた織

で一斉収穫し、＊に緩や抗菌菌剤宅~｝！~加えた開花

液f:'!il採させながら、小書官屋｛測施重量｝で欄泌さ

奇金宗十。この際1：家庭用.x.アコンで側絶望匡の温度

~湾建ずるこ l:によって、関才Et:早めたり還らせ

たり調節します。この後術は、従来と遜色のない

品質｛日持ちなど｝を機保できる①磁の収穫時期、

②胸穂波組員草、③開花盆環割皆、③側海軍司豊百可能な

期間と、⑤関穏当E温度と測才的こ獲する白書長の脇係、

の解明iこよち成り立ってい＊す．この技術iこ合わ

せて、直究所切り絡の日~rn鯵獲量や鱒筏日を予測

ナるソフトウzアも胸書置し＊した。

このま査衡の司事入iとよ号、需要に合わせた出紛の

実現急車期待され宏司れこれにより、売れ波りによ

る廃棄と，IHJ切れによる兜り逃し｛機会翁封会

問時iと削減で念、出荷著t・直!J!!f,野・買い物客の三

者iと＊身メリットが期待でき1量ナ。

このま主術~Q車入可能なのは、ユPでは年間800

ぷ備10万円分｝以上出荷する経営であると、

2健在武鉄車在来から晃灘、られ＊した。中規事監以上

のii[~百日貯の多くでは、このような経営が切り花出

荷の渇半~占めていると晃られ注ナー

さらに、このま主衡には鋸Itい応用可申E牲が考え

られます。例えば、lli後始方において年末出荷用

のユリで草書籍2毎回避のため、官官での一斉収穫と開

花被安用いた室内開花｛前述①、②、③｝のみ告と

実施した事例などが現れてい＊す．

後対象Ii自と!!Ml.鉱験実鎗放浪

ζ2』

ギク
•:\< 出ヲ ’‘L !) キ'3~ 』“ ， ラ

、~ 

.収穫時期（(l)) 。。。。。
開花液組成〈②｝ 。。。。。
純花禽環境｛③〉 。。。。。

鱒館可絡な期間（＠｝ 。。。。。
温度と関空E回数の傍＂ （⑤） 。。。。

実t軍隊電量 。。
技術の鐙続佐野illi 。。

鯵喜Hl予測ソフト7::r.ア 。。。。。
関滞日予測ソフトウ＝ア 。

1）負林水:ff'-tirr耳輪'1.21年度貨店物地.総務唱事実績積率j1::. 

よる．
g本総衡の書事絢｝主、電車市総iK宛哲的手Eの需WI：：対応する

~ii'.自開花・常温＆質保持銭衡の開発｛実用者量術泊。叫

共同研究8・N綴「奴袋.開花粛軍骨による特定日開花主主
術』 ｛ま華街資将・｛治験｝大阪府:it鎌旗康株水童話総合唱野

究所邦行） (bltyJI輸晴曹主帥11011i'唾.bll噌，a‘・留身命制u1
か獅的・llhillfo＿誕必凪凶誠属品副｝唱...照してください．

'lltと、来事切れ・売れ残容については本総書庫24S~号、本

技術のm，着目線と殺事’方向は関第2S‘号、ソフトクzア

は閃，IJ2!8聖？でも紹介していま寸．
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連載就農支援の充実に『新規就農指導支援ガイドブ、ツク』を
第1回 ガイドブックの特長と独立就農支援のポイント

島 義史｛しまよしひろ〉

北海道血轟研究センター・水田作研究領減・主任研究員

値島県生まれ稜蝿大学大学院虫学研究剥修士爵程修了

専門分野は庫業経営学

農研機構経営管理技術プロジヱクトでは、研

究・開発を進めてきた新規就農者（農業経営者と

して組立する新規重量入者）への支援方策や経営確

立に役立つツールをひとまとめにした、就農支援

機関や研修受け入れ農家等就農支援者向けの手

引き『新規就農指導支援ガイドブック』を作成し

ました。本誌ぬ263の成果紹介コーナーであらま

しを述べましたが、今号から4回に分けて執筆担

当者が内容をより詳しく紹介していきます（次回

以降、 2回目は第三者継承の支援のポイント、 3

回目と4回目は就農支援ツールの紹介を予定）。

ガイドブックの特長をあげますと、一つめは、

きめ細やかで切れ目のない就農支援体制が考え

られるよう、就農支援のポイントを就農方式別に、

支援の段階ごとに説明している点です。具体的に

は、就農方式を独立就農、法人経由型就農、第三

者継承に大別して、それぞれ受け入れ準備段階、

遺考段階、研修・就農準備段階、就農段階での支

援の要点をまとめています。

二つめは、就農支援の段階に応じた支援ツール

をラインアップしている点です。例えば、研修・

就農準備段階等で使えるシミュレーションソフ

トや就農段階での経営管理の問題点を把握でき

ク
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るチェツクシートを用いることで、就農計画への

助言や経営管理の改善提案の充実を図れます。各

種ツールを用いた就農相談や巡回指導は、新規就

農者とのコミュニケーションの向上にもつなが

ることが期待できます。

三つめは、地域にあった支援体制を検討する際

の参考となるように先進事例を紹介している点

です。有効な就農支援の実例（組立就農3、法人

経由型就農2、第三者継承3）を整理することで、

就農支援の要点が確認できるようにしています。

三つの就農方式の中でも、独立就農は部門選択

や経営展開の自由度が比較的高く、有形・無形の

経営資源を就農前後に段階的に調達して経営を

確立していくという特徴があります。そこで、独

立就農においては、就農許画の作成への支援がよ

り一層重要になります。支援ツールのシミュレー

ションソフトを活用すれば、労働力や経営面積、

受け入れ地域の作型等に応じた現実的な就農計

画が簡便に試算できます。就農計画は、研修・就

農準備段階や就農段階において農地、資金、技術

習得等の面で独立就農者に対してどういった支

援が必要になるかの判断材料にもなります。

また、独立就農では、地域への溶け込みや経営

成長の後押しといった就農段階でのフォローア

yプが特に大切です。技術が未熟なため十分な農

業所得が得られないケ｝スも多く、就農後の技術

指導が欠かせません。その際に、経営管理のチェ

ツクシートは栽培管理の弱点と助言ポイントを

挽い出すのに役立ちます。ガイドプックでは、経

営確立までの支援の要点をまとめており、独立就

農への一貫した支援づくりの参考になります。
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自己紹介と今後の抱負について

安江紘幸（やすえひろゆき）

東北農業研究センタ｝．生産基盤研究領犠・任期付研究員

東京都生まれ東京農業大学大学院農学研究科博士韻程修了（国際バイオビジネス学博士）

専門分野は農業経営学、農業管及論と経営戦略論

2ο15年4月より、国立研究開発法人農研機構東

北農業研究センター生産基盤研究領域で採用に

なりました。大学院修了後は、東京農業大学で1

年、東北大学農学部で4年を教職員として勤め、

その後、 2013年6月から〈独｝農研機構東北農業

研究センターの特別研究員に採用され、食料生産

地域再生に向けた先端技術展開事業（通称：先端

プロ｝『中小区画土地利用型営農技術の実証研究

〈岩手）Jを担当し現在に至ります。

これまでの研究を紹介しますと、大学院では、

日本の協同農業改良普及事業の有償化問題及び

公共性評価に関する研究により学位を取得しま

した。教職員となってからは、形式化が困難で唆

味な部分である経営理念や企業文化等の無形資

産を組織として継承することに着目した研究に

従事しました。それと同時にテキストデータの形

態素解析〈文章を各品詞に分解し頻度別に集計）

や構文解析〈文章の文法的な関係を示す｝といっ

たテキストマイニングを用いて文章構造を分解

し、その意味や内容を検討する分析手法に関する

研究を始めました。このときから、 ICTを専門に

する研究者や実務者らとともに上記の内容もパ

ッケージ化したウエプアプリケーションソフト

BuMoc （プモック）の開発にも関わり、

httn://b岨 .oc.comにて公開しています。さらに、

3.11大震災以降は、宮城・岩手沿岸部の集落営農

組織や水田作経営の経営戦略（ビジネスモデル）

に関する研究を実施してきました。

現在は、機飴性を含有する有色素米や冷凍加工

適性が高いとされる低アミロース米等の新形質

米を利用した加工品の開発と販売戦略の策定に

関するビジネスモデル研究に携わっています。そ

して、この取り組みで得られた研究成果を基に、

新たな実需者や消費者等の顧客開発を重視した

マーケットインによる事業の創出とともに、地元

の生活に根ざした地域固有の資源（慣行や慣習、

地域固有の文化）に基づく地域デザインを踏まえ、

小規模であっても持続可能なバイオ ビジネス

に関する研究に挑戦しています．例えば、地犠iこ

軸足を置いた加工品の生産や販売の事業連携に

加え、それを地犠内消費という観点からの主体連

携も含めることを想定しています。とりわけ、地

域固有の資源を活用した加工品開発に際しては、

水産業や食品製造業、地場の他産業との連携が要

となります。さらに、岩手沿岸部の被災地のよう

に高齢化が急速に進む地域では、上記に加えて、

医療や介護機関との関係形成も欠かせません。

今後は、こうした点を踏まえ、担い手が様々な

異業種と事業連携するメリット・デメりットを摘

出し、地犠特産品を活用した高収益水田作ピジネ

スモデルの構築に取り組み、被災地はもとより稲

作を基幹とする農業経営や農山漁村の振興に少

しでも貢献したいと考えております。



陸前高田市広田湾のワカメ入りお焼き

陸前高田市のイベント販売

　今号の巻頭言は、千葉県農林総合研究センター
の溝田研究マネジメント室長にお願いしました。
研究所の企画・連絡・調整全般に関わる立場から、
経営研究以外の分野も含めて広く見たときに、「開
発した技術の普及に関していえば、経営研究は他
分野より進んでいるとは言い難く、反省すべき点
が多い」と評価しておられます。そして、これを
回避する方策として、経営診断手法を例に「開発
した手法を「使ってみたい」と思わせるためには、
手法の有効性を示すだけではダメで、手法の受け
手側と開発者が、問題とその解決の道筋を共有す
る必要がある」と方向を提起されています。
　この点は重要な指摘と考えます。農業経営に係
る問題が複雑化し、他方で、多様な経営活動を行
う大規模な農業経営体が形成されてきた今日、農
業経営研究が現場の問題解決を図っていくには、
研究対象となる経営者とともに考え、実践し、そ
れを理論化することが求められています。さらに、

その理論仮設の経営者や現場へのフィードバック
を通じ、理論として確立していくことが重要と
なっているのではないでしょうか。
　さて、今号の成果のうち「ＧＡＰを経営管理の
高度化に活かす」は、ＧＡＰを導入した先進的法
人経営において、管理項目実施による労災減少や
資材節減等の直接的効果に加え、管理項目への取
り組み方の工夫により、従業員が自主的に考えて
作業を進める等の意識改善が図られ、そのことを
通じた作業省力化や経費削減などの間接的効果を
解明しています。今後の研究進展が期待されます。
　また、「雇用を図る集落営農の組織運営におけ
る野菜導入のポイント」は、高齢化が進む集落営
農組織において雇用の導入と野菜作導入での収益
確保の両立のためには、機械化を通じた省力化・
生産性向上が可能な野菜品目選定と、構成員の組
織関与が可能となる分業体制採用の重要性を明ら

）夫恒平仁（ 　　　　　　　    。すまいてしにか

編集後記

農業経営通信　第264号（年4回発行　昭和26年10月1日創刊）
平成27年7月1日　印刷・発行
発行者　中央農業総合研究センター　農業経営通信編集事務局　　編集代表　仁平 恒夫

農業経営通信はHPでも公開しています。
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/narc/keieit/index.html



つくば

● ● ●

●

●●

●

●

●

●

● ●

●●

●
●

●
●

●

国際農林水産業
研究センター

種苗管理
センター

生活技術研修館

技会筑波
事務所

農業環境技術
研究所

森林総合
研究所

農林交流
センター

農業生物資源研究所

農林団地中央

上横場交差点 榎戸交差点

観音台2丁目

上横場東

花き研究所 果樹研究所

農村工学
研究所

作物研究所

動物衛生研究所

畜産草地
研究所中央農業総合研究センター

野菜茶業研究所
（つくば野菜研究拠点）

本部

つくば
リサーチギャラリー

食品
総合研究所

農業生物資源研究所
（大わしキャンパス）

354

408

6

り
通
大
ス
ン
エ
イ
サ

ス
レ
プ
ス
ク
エ
ば
く
つ

道
央
圏

谷田部I.C

つくばJCT

常磐
自動
車道

BUS

みどりの駅

牛久駅
至秋葉原

至土浦

至筑波山

至東
京

至水戸

JR常
磐
線

至つくば

つくば牛久I.C

シンボル
タワー

●農大校

野菜茶業研究所

生物系特定産業
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農業研究センター

近畿中国四国
農業研究センター

東北
農業研究センター

北海道
農業研究センター

本部

●JR常磐線　牛久駅
　路線バス：牛久駅西口から関東鉄道バス、
　「つくばセンター」「筑波大学病院」
　「谷田部車庫」「生物研大わし」ゆき
　のいずれかに乗車（約20分）→
　「農林団地中央」下車→徒歩約5分
●つくばエクスプレス　みどりの駅
　シャトルバス（平日のみ）みどりの駅から
　関東鉄道バス「谷田部車庫・農林団地中央・榎戸」
　に乗車（約15分）→
　「農林団地中央」下車→徒歩（約5分）
●つくばエクスプレス　つくば駅
　つくバス「南部シャトル」
　つくばセンター2番のりばからつくバス
　「茎崎窓口センター」に乗車（約20分）→
　「農林団地中央」下車→徒歩（約5分）

●自動車
　常磐自動車道　谷田部I.Cより約5km
　圏央道　つくば牛久I.Cより約4km

交通機関

鉄道＆路線バス

自動車

TEL.029-838-8481　FAX.029-838-8484　http://www.naro.affrc.go.jp/na rc/中央農業総合研究センター
国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構
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